


























































































































































































































































　1892 年（明治 25 年）の「細工仕上　三百
四十円」とあるのは、この年の鍛冶屋営業
の総収入である。これだけを取り出して
みると、「明治 25 年 340 円、同 26 年 392
円、同 27 年 388 円、同 28 年記載なし同
29 年 500 円、同 30 年 560 円、同 31 年 657
円、同 32 年 700 円、同 33 年 780 円、同
34年 772円」となっている。目を引くのは、















































?? ???????? ?? ?? ?? ?? ????? ?? ?? ?? ?? ?? ??
34.12.8 1 1 2 1 2 1 5 2 1 1 5
34.12.10 1 1 1 1 3 3
34.12.12 4 2 1 2
34.12.13 3 1 3 2 1 1 2 1
34.12.19 2 1 1
訪問数 10 3 3 4 2 1 9 3 1 2 5 3 2 7 3 1
実軒数 9 3 2 4 2 1 9 3 1 2 5 3 2 7 1 1
地区
年月日
?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ? ????? ?? ?? ?? ??
?
34.12.8 22
34.12.10 5 1 1 1 1 3 6 28
34.12.12 1 3 13
34.12.13 1 1 1 1 1 2 1 22
34.12.19 1 2 7
訪問数 5 3 2 1 3 1 1 2 2 1 3 6 2 1 92





?? ?? ? ?? ?? ?? ?? ??? ?? ?? ??
?
34.11.24 12 7 4 5 28
34.11.25 2 3 2 4 6 1 18
34.11.26 2 1 6 1 10
34.11.29 3 9 5 3 20
34.11.30 5 5 1 1 1 3 3 1 20
34.12.2 2 4 1 1 2 10
34.12.3 2 4 1 7
34.12.5 2 1 2 4 4 13
34.12.6 2 2 4
訪問数 28 15 23 19 3 3 8 10 19 1 1 130

















廻っていることが分る。12 月 8 日から始












































































































　集金は、八太郎の 12 月 12 日に始まり、
12 月 18 日に国三郎・仙之助が加わり、さ
らに 12 月 22 日には周治郎が加わり 4人で
行われ、最終日は、八太郎の 12 月 26 日で
あった。その間に、国三郎は 109 人、仙之










国三郎 仙之助 八太郎 周治朗







































































































































































































合計 109 81 90 49
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地区 人数 金額 平均金額 地区 人数 金額 平均金額
浅谷 32 25 円 24 銭 79 銭 城上 6 2 円 59 銭 43 銭
木根 27 14 円 64 銭 54 銭 相走 5 4 円 71 銭 94 銭
柿畑 22 13 円 68 銭 62 銭 福原 4 2 円 03 銭 51 銭
三河 18 10 円 89 銭 61 銭 戸中 4 1 円 41 銭 35 銭
牛地 18 7 円 31 銭 41 銭 ウルイ 4 82 銭 21 銭
松本 15 14 円 66 銭 98 銭 大野 3 2 円 89 銭 96 銭
須渕 14 9 円 91 銭 71 銭 松ケ瀬 3 2 円 52 銭 84 銭
閑羅瀬 13 13 円 53 銭 1 円 04 銭 釜井 3 2 円 08 銭 69 銭
森上 13 11 円 75 銭 90 銭 岩倉 3 1 円 25 銭 42 銭
下切 12 11 円 46 銭 96 銭 大柳 2 4 円 08 銭 2 円 4 銭
川手 12 5 円 15 銭 43 銭 下風 2 2 円 68 銭 1 円 34 銭
小瀧野 11 13 円 48 銭 1 円 23 銭 鹿ケ渡 2 77 銭 39 銭
和戸 11 4 円 90 銭 45 銭 漆畑 2 57 銭 29 銭
川ケ渡 10 7 円 18 銭 72 銭 乙原 2 52 銭 26 銭
下村 10 4 円 70 銭 47 銭 久武瀬 1 2 円 2 円
田津原 9 8 円 56 銭 95 銭 笹平 1 59 銭 59 銭
中切 8 4 円 20 銭 53 銭 大平 1 40 銭 40 銭
坪崎 6 6 円 77 銭 1 円 13 銭 押山 1 10 銭 10 銭
久木 6 5 円 35 銭 89 銭 小田子 1 2 銭 2 銭
大竹 6 4 円 64 銭 77 銭


















































138 人、負債額 176 円 29 銭であった。ほ
ぼ 34％の人が負債者であり、負債額はこ
表 5　負債・鍛冶料金・集金額・負債残額等一覧表
地区（人数） 前回負債額（人数） 鍛冶料金（人数） 集金額（人数） 今回負債額（人数）
岩倉・松本（49） 35 円 92 銭（25） 39 円 22 銭（35） 40 円 92 銭（34） 34 円 22 銭（24）
川ケ渡・須渕（34） 5 円 93 銭（6） 39 円 27 銭（33） 36 円 80 銭（31） 8 円 40 銭（9）
大竹・福原（31） 41 円 03 銭（16） 35 円 03 銭（30） 33 円 40 銭（20） 42 円 66 銭（18）
木根・柿畑（56） 14 円 59 銭（15） 44 円 10 銭（53） 44 円 61 銭（49） 14 円 08 銭（10）
浅谷（43） 17 円 80 銭（16） 37 円 35 銭（37） 37 円 35 銭（35） 17 円 80 銭（16）
牛地・小瀧野（61） 15 円 66 銭（18） 55 円 74 銭（52） 53 円 73 銭（49） 17 円 67 銭（17）
釜井・相走（76） 37 円 91 銭（32） 48 円 75 銭（55） 60 円 66 銭（58） 26 円 00 銭（26）
閑羅瀬・三河（42） 7 円 45 銭（10） 49 円 70 銭（40） 48 円 96 銭（38） 8 円 19 銭（11）






3 月 6 日 岩倉 69 銭 大先掛 宇三郎
松本 83 銭 大々中先掛 銀弥
〃 78 銭 金鍬中先 初二郎
木根 95 銭 丁場先掛 初二郎
松林 78 銭 金鍬大中先 勝輔
〃 85 銭 金鍬本先 兼太郎
〃 85 銭 金鍬本先 新市
〃 83 銭 金鍬大々中先 信二郎
柿畑 88 銭 金鍬小中先中元掛 久助
木根 98 銭 金鍬元付先 佐二郎
表 7　日付別鍛冶件数と鍛冶料金
月 . 日 件数 金額 月 . 日 件数 金額 月 . 日 件数 金額
（2.5） （9） 5円 48 銭 3.2 16 9 円 73 銭 （4.1） （5） （4円 73 銭）
2.6 17 11 円 10 銭 3.3 17 10 円 33 銭 （4.4） （9） （11 円 06 銭）
2.7 13 7 円 52 銭 3.4 7 10 円 45 銭 4.5 12 10 銭 11 銭
2.9 17 12 円 31 銭 3.5 15 11 円 88 銭 4.7 14 11 円 40 銭
2.10 13 8 円 58 銭 3.6 11 9 円 15 銭 4.8 18 14 円 57 銭
2.11 16 10 円 94 銭 3.8 19 10 円 71 銭 4.9 14 12 円 93 銭
2.12 12 5 円 11 銭 3.9 13 8 円 60 銭 4.10 14 10 円 10 銭
2.13 13 9 円 00 銭 3.10 15 11 円 09 銭 4.11 9 9 円 01 銭
2.14 9 5 円 83 銭 3.11 14 9 円 44 銭 4.13 17 14 円 14 銭
2.18 7 6 円 75 銭 3.13 16 11 円 39 銭 4.14 15 11 円 15 銭
2.19 5 8 円 65 銭 3.14 14 13 円 91 銭 4.15 22 18 円 17 銭
2.20 13 11 円 31 銭 3.15 8 11 円 24 銭 4.16 18 12 円 44 銭
2.21 14 9 円 51 銭 3.16 12 13 円 98 銭 4.18 18 14 円 90 銭
2.22 10 8 円 83 銭 3.17 9 8 円 73 銭 4.19 19 14 円 78 銭
2.23 19 11 円 33 銭 3.18 14 9 円 76 銭 4.20 7 9 円 70 銭
2.24 15 12 円 36 銭 3.19 14 10 円 91 銭 4.21 13 13 円 79 銭
2.26 16 15 円 05 銭 3.20 12 10 円 35 銭
2.27 12 6 円 42 銭 3.21 12 23 円 64 銭
2.28 18 12 円 40 銭 3.23 13 11 円 02 銭
2.29 11 10 円 15 銭 3.24 14 13 円 45 銭
325 14 18 円 81 銭
3.26 16 12 円 17 銭
3.27 12 13 円 67 銭
3.28 12 7 円 33 銭
3.29 15 12 円 45 銭
3.30 14 10 円 95 銭

































　鍛冶仕事は、2月に 20 日、3月に 26 日、
4 月に 16 日、合計 62 日間行われた。その
間に、2 月に 259 件、3 月に 348 件、4 月
に 224 件、合計 831 件の鍛冶仕事をした。
鍛冶料金の総額は 686 円 75 銭であった。1
日平均 13.4 件ほどの仕事をこなし、1日平










番号 鍛冶種類 件数 金額 1件平均金額
1 金鍬先掛 75 48 円 53 銭 65 銭
金鍬中先 37 27 円 99 銭 76 銭
金鍬大先掛 22 15 円 02 銭 68 銭
金鍬大先 19 13 円 10 銭 69 銭
金鍬大中先 13 9 円 76 銭 75 銭
金鍬半先 11 7 円 91 銭 72 銭
金鍬大々中先 10 8 円 35 銭 84 銭
金鍬先 9 5 円 49 銭 61 銭
金鍬本先 7 7 円 43 銭 1 円 06 銭
金鍬掛 7 6 円 99 銭 1 円
金鍬元付等 7 4 円 38 銭 63 銭
その他 23 25 円 60 銭 1 円 11 銭
小計 240 180 円 55 銭 75 銭
2 備中掛 28 32 円 25 銭 1 円 15 銭
大作備中掛 12 13 円 77 銭 1 円 15 銭
大備中掛等 7 13 円 38 銭 1 円 91 銭
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備中大掛 7 9 円 93 銭 1 円 42 銭
四本大作備中掛 4 4 円 98 銭 1 円 25 銭
四本備中掛 4 4 円 91 銭 1 円 23 銭
その他 11 12 円 83 銭 1 円 17 銭
小計 73 92 円 05 銭 1 円 26
3 大先掛 50 35 円 26 銭 71 銭
先掛 46 29 円 84 銭 65 銭
半先掛 34 24 円 66 銭 73 銭
中先掛 10 7 円 48 銭 75 銭
小中先掛 10 7 円 43 銭 74 銭
大中先掛 9 7 円 20 銭 80 銭
中先掛 4 3 円 11 銭 78 銭
その他 6 4 円 04 銭 67 銭
小計 169 119 円 02 銭 70 銭
4 大作打 24 23 円 87 銭 99 銭
大作打かへ等 13 14 円 03 銭 1 円 08 銭
大作掛 10 5 円 77 銭 58 銭
大作先 8 3 円 40 銭 43 銭
大作元付 5 2 円 13 銭 43 銭
その他 14 9 円 15 銭 65 銭
小計 74 58 円 35 銭 79 銭
5 藤鍬掛 15 9 円 56 銭 64 銭
その他 18 16 円 71 銭 93 銭
小計 33 26 円 27 銭 80 銭
6 ねり直等 23 58 円 62 銭 2 円 55 銭
7 桂打等 20 2 円 18 銭 11 銭
8 官はし掛等 15 15 円 39 銭 1 円 03 銭
9 すき先掛等 17 14 円 58 銭 86 銭
10 子供〇打等 13 5 円 23 銭 40 銭
11 まと鍬先掛等 11 10 円 79 銭 98 銭
12 三本こ打 10 2 円 48 銭 25 銭
13 斧掛等 9 14 円 04 銭 1 円 56 銭
14 上れん直等 8 5 円 89 銭 74 銭
15 鎌 7 6 円 75 銭 96 銭
16 丁場先掛等 6 8 円 53 銭 1 円 42 銭
17 火はし直等 5 1 円 57 銭 31 銭
18 鉄びん官打等 4 2 円 00 銭 50 銭
19 名た直等 4 1 円 14 銭 29 銭
20 大鍬先掛等 4 2 円 99 銭 75 銭
21 春日井作り等 4 97 銭 24 銭
22 その他 82 57 円 36 銭 69 銭
























18 銭～ 28 銭 鋼ナキ物　仝上
30 銭～ 50 銭 鍬　掛　代
45 銭～ 65 銭 丁場鍬掛代
26 銭 株堀掛代
6銭 押切掛代壱寸ニ付



















があるが、1894 年（明治 24 年）から 1903






　次に 1894 年（明治 27 年）の二人の子方
の働く様子や給金を【表 11】にまとめた。
　1894 年は、最初は 1月 27 日から鍛冶を
開始し、4 月 13 日に終了した。これは春
鍛冶といわれる。続いて、8 月 4 日開始、
9月 23 日終了。これは秋鍛冶といわれる。




















和暦 職人名（村） 職人名（村） 職人名（村） 職人名（村） 職人名（村） 職人名（村）
明 24 山田米太郎
明 25 山田米太郎
明 26 山田米太郎 中村兼太郎（大） 早川浅治郎（松）
明 27 中村兼太郎（大） 要助（小） 早川浅治郎（松）
明 28 早川浅治郎（松）竹内兼太郎（松）
明 29 五兵衛（北） 中村兼太郎（大） 早川浅治郎（松）竹内兼太郎（松）
明 30 五兵衛（北） 源治郎（北）
明 31 伊兵衛（前） 要助（小） 文治郎（鍛）
明 32 清兵衛（大） 文治郎（鍛）
明 33 文之右衛門 松次郎（松）
明 34 文之右衛門 松次郎（松）
明 35 文之右衛門 松治郎（羽） 梅之助（松）
明 36 松治郎（羽） 梅之助（松）
明 37 松太郎（羽） 松治郎（羽） 梅之助（松） 梅吉（羽）
明 38 松治郎（羽） 梅之助（松） 梅吉（羽）
明 39 松治郎（羽） 梅之助（松） 梅吉（羽）
明 40 八太郎（鍛） 梅之助（松） 梅吉（羽）
明 41 八太郎（鍛） 梅之助（松） 梅吉（羽）
明 42 八太郎（鍛） 周治郎（松） 梅之助（松） 梅吉（羽） 豊助（宮）
明 43 八太郎（鍛） 周治郎（松） 梅之助（松） 梅吉（羽） 豊助（宮）
明 44 八太郎（鍛） 周治郎（松） 梅之助（松） 千太郎 豊助（宮） 九三郎（宮）
大元 八太郎（鍛） 周治郎（松） 梅之助（松） 千太郎 九三郎（宮）






月・日 月・日 工 工料 日当 月・日 月・日 工 工料 日当
明 27 1.16 4.13 85 6 円 41 銭 （7.5 銭） 1.22 4.13 80 8 円 10 銭 （10.1 銭）
8.4 9.23 50 3 円 75 銭 （7.5 銭） 8.4 9.23 50 5 円 00 銭 （10 銭）







治 36 年）に年収 14 円 71 銭、日当 9.5 銭か
ら始まり、少しずつ年収・日当を増加させ、
1911 年（明治 44 年）に年収 30 円 40 銭、日
当20銭になった。以後1912年（大正元年）・
大正 2年と日当 20 銭と安定するので、こ
表 12　三人の子方の勤務日数・給金等
松原村・梅之助 松原村・松治朗
和暦 工 工料 日当 工 工料 日当
明 35 冬 32 2 円 80 銭 （8.8 銭） 冬 32 2 円 24 銭 （7銭）
明 36 春 75 7 円 12 銭 （9.5 銭） 春
（秋） 3円 50 銭 （秋）
冬 43 4 円 09 銭 9.5 銭 冬
明 37 春 100 9 円 50 銭 9.5 銭 春
（秋） 5円 00 銭 （秋）
冬 43 4 円 30 銭 （10 銭） 冬
明 38 春 8 円 00 銭 春
（秋） 57 5 円 70 銭 10 銭 （秋）
冬 41 4 円 10 銭 10 銭 冬
明 39 春 80 8 円 00 銭 10 銭 鍛冶屋村・八太郎
（秋） 57 6 円 25 銭 （11 銭）
冬 40 4 円 40 銭 11 銭 冬 86 3 円 00 銭 （3.5 銭）
明 40 春 7 円 96 銭 春 4円 20 銭
（秋） 57 6 円 27 銭 11 銭 （秋） 57 2 円 00 銭 3.5 銭
冬 42 5 円 04 銭 12 銭 冬 42 2 円 10 銭 5 銭
明 41 春 74 7 円 96 銭 （10.8 銭） 春 4円 00 銭
（秋） 54 7 円 02 銭 13 銭 （秋） 54 3 円 51 銭 6.5 銭
冬 40 5 円 20 銭 13 銭 冬 40 2 円 80 銭 7 銭
明 42 春 82 10 円 66 銭 13 銭 春 86 6 円 02 銭 7 銭
（秋） 50 7 円 25 銭 14.5 銭 （秋） 57 4 円 00 銭 7 銭
冬 40 5 円 80 銭 14.5 銭 冬 40 3 円 60 銭 9 銭
明 43 春 60 10 円 20 銭 17 銭 春 88 8 円 80 銭 10 銭
（秋） 60 10 円 80 銭 18 銭 （秋） 50 5 円 00 銭 10 銭
冬 34 6 円 12 銭 18 銭 冬 34 3 円 74 銭 11 銭
明 44 春 70 14 円 00 銭 20 銭 春 67 （7 円 37 銭） 11 銭
（秋） 44 8 円 80 銭 20 銭 （秋） 57 7 円 50 銭 （13.2 銭）
冬 38 7 円 60 銭 20 銭 冬 38 4 円 56 銭 12 銭
大元 春 81 16 円 20 銭 20 銭 春 82 11 円 00 銭 （13.4 銭）
（秋） 59 11 円 80 銭 20 銭 （秋） 55 8 円 26 銭 15 銭
冬 38 7 円 60 銭 20 銭 冬 38 5 円 51 銭 14.5 銭
大 2 春 82 16 円 40 銭 20 銭 春 80 12 円 00 銭 15 銭
（秋） 58 11 円 60 銭 20 銭 （秋） 58 9 円 28 銭 16 銭













日当を増加させ、1913 年（大正 2 年）に年
収 27 円 58 銭、日当 16 銭となった。八太
郎は、明治 39 年に 25 歳・大正 2 年に 32
歳であるので、徐々に鍛冶職としての腕を
磨き、親方に認められ、日当も増加し梅之
助の 20 銭にせまる 16 銭となっている。
おわりに
　ここに紹介したのは、赤井家所蔵の資
料・知多市歴史民俗博物館所蔵の赤井家資
料のほんの一部である。紹介の仕方も帳面
が多いことから「表」として多くをまとめ
ている。その紹介の仕方も未熟な面が多々
あると思われる。また、これらの他にも大
野鍛冶の出鍛冶の様子がわかる資料として
貴重なものも残されている。これまで大野
鍛冶の出鍛冶先の資料はそんなに多く見つ
かっていない。近代の大野鍛冶の出鍛冶に
関する赤井家の資料は貴重なものと判断で
きる。これら資料は鍛冶研究者に大きく貢
献すると考えられるので、つたないながら
資料紹介とした。
